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足部温浴と香りが身体反応、特に中枢神経の活性化に及ぼす影響を光トポグラフィー装置（near-
infrared spectroscopy）を用い、前頭葉の酸素ヘモグロビン（Oxy Hb）濃度変化を指標に検討した。
心理的指標はSTAI (State -Trait Anxiety Inventory）を測定前後にVAS(Visual Analogue Scale) 
を測定後に実施した。被験者は、健康な男子学生5名（平均年齢20.4歳）で、湯温を40℃に保てるよ
うに恒温機を使用した。使用する香りは、ラベンダ一、レモングラス、ティート リー の3種類から対
象者の好みに合った物を選択し使用した。実験に際しては被験者を無作為に香りの温浴群（あり群）
と香りなしの温浴群（なし群）の2群に分け、測定時間をそれぞれ60秒間とした。なし群では、足部
温浴開始直後に（Oxy-Hb）濃度が上昇し、その後減少した。あり群では、足部温浴開始直後に（Oxy
-Hb）濃度が減少し、その後上昇した。 STAIの状態不安は、足部温浴後のなし群よりもあり群のほ
うが低下した。 VASのあり群となし群で有意差が認められ、あり群のほうが快方向の値を示した。
上述した結果は好みの香りを嘆ぎながら足部温浴を行うことにより、心地良さが高まる可能性があ
ることを示唆している。
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はじめに
足浴は糖尿病患者のフットケア、産婦や樗婦の
リラクゼーション・浮腫の緩和など様々な場面で
広く活用されている I.2）。 足浴は湯温のみで行わ
れることが一般的であるが、病院実習時にラベン
ダーの入浴剤を使用して足浴ケアを実施した。そ
の際に、「良いにおいで落ち着くなあ」という受
け持ち患者からの反応が得られた。このような経
験から香りを与えることは、通常の足浴に比べリ
ラックス効果も高いのではないかと考えた。足浴
の効果3）や、アロマセラピーの効果4）また足浴と
アロマセラピーを組み合わせることにより、自律
神経系の活動が変化し、その結果、鎮痛や導眠効
果が得られること、さらには免疫系が活性化する
ことが報告されている 5）。
看護ケアのアロマセラビーにおいて使用され
る精油の種類は1種類のみが最も多く、 中でも「
ラベンダー」の精油が74件（38.3%）と圧倒的に多
かった。また、複数の香りを使用している先行研
究も、「ラベンダー」と組み合わせて使用している
ものが多かった6）。 ラベンダーの香りには沈静効
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果がある 7）為、看護ケア場面でも一般的に多く使
われていると考えられる。鵜飼らは、好みの香り
を被験者に負荷すると、香り刺激によるリラック
ス効果がそれ以外の香りと比較し、長時間持続す
る8）と述べている。このようなことから香りを使
用する際には、対象者の晴好を踏まえることでよ
りリラックス効果を高められるのではないかと考
えた。
リラクゼーション効果である気持ちいいという
快の感情を司るのは脳の大脳辺縁系であるため、
脳機能の変動に及ぼす温浴や香りの効果を解析す
ることは最適な看護ケア遂行に当たり必要で、ある
と考えられる。足浴とアロマセラピーを併用した
先行研究において大塚らは、光トポグラフィー装
置（NIRS: near -infrared spectroscopy）は、アロ
マセラピーの脳活動への影響を捉えるのに有効な
手段としている 9）。このようなことから、本研究
では足部温浴と香りの中枢神経活動に及ぼす効果
について前頭葉の酸素ヘモグロビン（Oxy-Hb) 
濃度変化をNIRSによって調べるとともに情動の
指標である心理尺度から検討した。
方法
1.研究期間
本研究の研究期間は平成23年5月から同12月
であった。
2.研究対象者
田村らの先行研究より、女性は月経周期の変化
に伴い嘆覚感受性に変化が見られる 10）ということ
から、本研究では対象者を月経周期の影響を受け
ない男性に限定し、その人数は5名とした。これ
らの被験者は全員が昭和大学保健医療学部の学生
で、右利きであった。また、その平均年齢は20.4
歳であった。
3.データ収集方法
①脳内酸化ヘモグロビン濃度
本研究で使用した脳内のヘモグロビン変化
を測定する装置、 NIRSは目立メデイコ（株）製
のETG-4000を用いた。測定用プロープを脳
波測定時に使用する10×20法に準じて被験者
の前頭葉に装着した。装着後、全プロープの
70-
チャンネルで近赤外線を正常に受光できるこ
とを確認した後測定を開始した。測定チャンネ
ルは3×11に配置した48チャンネルの領域を
測定した。
②情動評価
測定前後にSpielbergerのState-Trait 
Anxiety Scalで、その時の状態不安及び、本来もっ
ている特性不安を測定前後に実施した。また、
VAS (visual analogue scale）によって香り使
用時と不使用時の感じ方を被験者に記入して
もらい、その長さを測定した。この際、長さ
20cmの直線を引き、中間点をOcmとした。＋
lOcmを快の最大、－ lOcmを不快の最大とし
た。
4.測定環境
本研究の測定環境は湿度56～ 62%（平均
59.4%）、室温：26～ 28℃（平均26.5℃）であった。
また、足浴には湯温40℃に調整した水道水を用
い、恒温機により測定時間中はその温度を維持し
た。匂い刺激に使用した香料はease-aroma社
製の精油で、 リラツクス効果のあるフロ一ラル系
の“ラベンダ一＼ リフレツシユ効果のある柑橘系
の“レモングラス
の“テイ一 トリ一”の3種類で、、実験に際しては対
象者に好みのものを選択させた。
5. データ分析方法
前頭部のOxy-Hb量はNIRS測定画像より明
らかにした。尚、 本測定機器では測定結果を画像
として表示する際にはOxy-Hbの濃度とその増
加を示す赤色反応が比例する様に設定されてい
る。心理尺度の分析は、 MicrosoftO伍ceExcel 
2007のデータ分析を使用し、 t検定により有意
差を判定した。
6. 倫理的な配慮
対象者に研究の主旨と以下に示す内容を説明
し、実が験協力の同意を得た。説明した内容は①一
度得られた同意であっても実験中の拒否は可能で
あり、 Oxy-Hb濃度測定中であっても測定を中
止することができること、②実施前に体調の確認
を行い身体に異常が見られないと判断したのち実
施を行うこと、①実施中に気分が悪くなった場合
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ただちに実験を中止するものとすることをであっ
た。足部温浴実施時には膝にパスタオルをかけて
行い、必要以上の肌の露出が無いように配慮した。
また、実験で得られたデータは個人が特定されな
いよう記録、保管には十分に配慮、し、実験終了後
にすみやかに処分することを口頭で説明し、文書
で同意を得た。
7.実験における注意
実験は室温を25℃に設定した無臭の部屋で行
い、実験を始める最低1時間前には飲食、喫煙及
び香水等の嘆覚刺激の強いものを禁止とした。初
回は温湯のみで、足部温浴を行い、初回計測終了後、
被験者に上述した香りを嘆がせ、好みの香りを選
択させた。2回目の足部温浴では好みの香りであ
る精油を使用して足部温浴を行った。
8. 実験プロトコール
下記に示す2つの方法で前頭葉のOxy-Hb濃
度を測定した。また、精油未使用の測定と精油使
用の測定は別々の日に実施した。
(1）精油未使用
実施前に被験者にSTAI（状態不安：①、特
性不安：②）を記入してもらい、その後、別室に
てNIRSを用いたOxy-Hb濃度測定を行った。
シェーマに示したように実験前に60秒の安静時
間を取った後、 60秒の足部温浴を実施した。そ
の後再び60秒の安静時間を取った後、再度60秒
の足部温浴を実施した。実験終了後にNIRSのプ
ローブを外し、別室にて研究実施後のSTAI（状
態不安：①）およびVASを記入してもらった。
①精油未使用実験プロトコル
ISTAI(l）、（2J→｜安静（60秒）｜→ 促部温浴（60秒） ｜
→匿藍蛮到→｜足部温浴（60秒） ｜→匿藍璽到
→ISTAI〔l〕、VASI
(1）精油使用
実施前に別室でSTAI（状態不安：①、特性不安：
②）を記入してもらい、その後、別室にてNIRS
を用いたOxy-Hb濃度測定を行った。シェーマ
に示したように実験前に60秒の安静時間を取っ
た後、 3種類の香り（ラベンダ一、レモングラス、
ティ トーリ ー）のうち対象が選択した好みの香り
の精油を用紙に1滴滴下したものを鼻先3cmに
近づけ、 60秒の足部温浴を実施した。その後60
秒の安静時間を取った後、再度60秒足部温浴を
実施した。実験終了後、別室にて研究実施後の
STAI （状態不安①）およびVASを記入しても
らった。
②j青油使用実験プロトコル
巴TAI(l）、ω→医藍亙到 →｜足部温浴（60秒） ｜
→医宣璽到→｜足部温浴（60秒） ｜→｜安静（60秒）｜
→ISTAI(l〕、VASI
結果
今回、19～ 21歳の男性5人を対象に、足部温
浴時に香りを負荷した場合と負荷しない場合の
中枢神経の活性化状態を前頭葉のOxy-Hb濃度
変化をNIRSによって測定することにより検討し
た。今回使用した3種類の香りの選択者数はラベ
ンダー 3名、レモングラスl名、ティー トリー l
名であった。また情動を示す心理的データとして、
不安状態をSTAIで測定前後に実施し、足部温浴
時の快・不快はVASを用いて測定後に実施した。
1. Oxy -Hb濃度変化
今回の実験結果の画像は図l及び図2に示した
通りである。
足部温浴時のなし群 ・あり群ともに前頭葉の
Oxy一Hb濃度が上昇している部分と減少してい
る部分が見られる。計測結果より、香りあり群で
は、足部温浴開始直後にOxy-Hb濃度が減少し、
平均39.78秒後に最低値を記録した。その後Oxy
-Hb濃度が上昇し、平均61.96秒後に最高値を
記録した。（図1)
香りなし群では足部温浴開始後にOxy-Hb濃
度が上昇し、平均37秒後に最高値を記録した。
その後Oxy-Hb濃度は減少し、平均48.9秒後に
最低値を記録した。（図2)
2. STAI 
被験者5人の特性不安はなし群では平均46.2
( ± 3.42）で、あり群の平均は46.4( ± 2.79）と高い
傾向が見られた。両者の値に差は見られなかった。
? ??
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開始40秒後 開始62秒後
図1NIRSによる香り刺激時の前頭葉Oxy-Hb02測定画像
開始37秒後 開始49秒後
図2NIRSによる香り非刺激時の前頭葉Oxy十-lb02測定画像
なし群でのNIRS装着前の状態不安は平均36.8
( ± 3.42）で、足部温浴終了後の5名の被験者の状
態不安の平均は29.6( ±4.51）と減少を認めた。
あり群での被験者のNIRS装着前の状態不安は
40.6 ( ± 18.72）であった。その後、足部温浴後の
状態不安の平均は26.4( ±9.37）と減少を認めた。
計測開始前の状態不安のあり群・なし群の値の
差を見てみると、なし群は－7.2、あり群では
14.2とあり群の方が状態不安の減少は大きく見ら
れた。（図3)
3. VAS 
なし群とあり群でのVASの結果を見ると、共
に快方向に変化した。
あり群となし群を比較すると、どちらも快の方
向に変化しているが、あり群の方はなし群と比較
して0.8cm快方向に変化していた。
VASのあり群となし群の平均をt検定で検定し
pく0.01と有意差が見られた。 （図4)
72-
考察
NIRSを用いた画像結果から、香り不使用時で
は、足部温浴開始後に酸素化ヘモグロビン濃度が
上昇し、最高値を記録後、酸素化ヘモグロビン濃
度の減少が見られ、最低値を記録した。これに対
し、香り使用時には足部温浴開始後、酸素化ヘモ
グロビン濃度の減少が見られ、最低値を記録後、
酸素化ヘモグロビン濃度の上昇が見られ、最高値
を記録した。この結果について、香り不使用時で
は、足部温浴開始時の温熱刺激により交感神経が
優位になることで、脳が活性化し、酸素化ヘモグ
ロビン濃度の上昇が見られたと考えられる。そし
てその後、刺激への慣れと温熱効果により、リラッ
クス状態になり、酸素化ヘモグロビン濃度が徐々
に減少し、最低値を記録したと考えられる。
田中らは、嘆覚正常者における脳内酸化ヘモグ
ロビン濃度の変化について、匂い刺激開始後に脳
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神経活動の充進により毛細血管床の酸化ヘモグロ
ビンが脳内に取り込まれるため、酸化ヘモグロビ
ン濃度が減少し、その後、匂い刺激による脳活動
充進により局所の脳血流量が減少するということ
を明らかにした。また、これは、嘆覚に関与する
と言われている前頭葉眼簡回の血流を反映したた
めではないかと述べている］l)。これは、本研究で
の香り使用時において足部温浴開始後に酸素化ヘ
モグロビン濃度の減少が見られ、最低値を記録後、
上昇し、最高値を記録した結果と一致した。足部
温浴による温熱刺激を与えても、精油による嘆覚
刺激は通常のものと変わらないと考えられ、足部
温浴と香りを併用しても十分な効果が得られると
考えられる。
STAIの結果より、計測前後で状態不安は減少
し、あり群なし群で比較すると、あり群の方で＼
状態不安は大きく減少した。また、 VASの結果
では、なし群と比較しであり群の方が快方向に大
きく変化している。白川らは、匂いを嘆いだ際に
リラックス効果をもたらすことを明らかにしてい
る12）。 本研究では好みの香りを使用したことで対
象に通常の足部温浴よりもリラックス状態になる
ことができ、湯温のみでの足部温浴と比べ香りを
使用した足部温浴では状態不安の減少も大きく見
られ、 VASの変化に有意差が見られたと考えら
れる。
以上のことから、足部温浴ケアに好みの香りを
使用することで、心地よさを高められることが明
らかになった。 この結果は、今後のケアの質や、
効果向上にも繋がるのではないかと考えられる。
香りは、臨床におけるケア場面で、患者に対しよ
り効果的なリラックス状態を作り出す環境として
っ 、
?
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取り入れられるのではないかと考えられる。
宜主
中口
事d』
言問
本研究では好みの香りを嘆ぎながら足部温浴を
行うことにより、心地良さが高まる可能性がある
ということが明らかになった。
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